
　

今
日
、
気
候
変
動
や
自
然
災
害
、
海
洋
資
源
開
発

や
北
極
域
研
究
の
推
進
、
海
洋
汚
染
や
東
シ
ナ
海
等

に
お
け
る
情
勢
の
変
化
な
ど
、
海
洋
を
取
り
巻
く
課

題
は
複
雑
か
つ
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
国
連
の
持

続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
お
い
て
も
海
洋

は
14
番
目
の
目
標
に
位
置
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
持
続

的
な
開
発
を
進
め
つ
つ
海
の
豊
か
さ
を
守
っ
て
い
く

取
り
組
み
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
は
、
専
門
分
野
や
業
種
を

超
え
て
産
学
官
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
交
流
・
情

報
共
有
を
行
い
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
議
論
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

私
が
海
洋
開
発
推
進
委
員
長
と
し
て
、
会
長
を
務

め
て
い
る
「
テ
ク
ノ
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｔ
Ｏ
Ｎ
）」
は
、
ま
さ
に
、
海
洋
関
連
の
科
学
技
術

に
携
わ
る
産
学
官
関
係
者
の
総
合
的
・
横
断
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
通
じ
て
、
海
洋
科
学
技
術
や

海
洋
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
広
く
一

般
の
方
々
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

　

中
で
も
、
テ
ク
ノ
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
神
戸
市
で
開
催
し
て
い
る
「T

echno-O
cean

」

は
、
海
洋
分
野
に
お
け
る
我
が
国
で
唯
一
の
総
合
的

な
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
海
洋
科
学
技
術

の
研
究
開
発
や
海
洋
産
業
の
振
興
、
次
世
代
の
育
成
、

産
学
官
分
野
横
断
で
の
シ
ー
ズ
／
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起

こ
し
を
目
指
し
て
お
り
、
内
外
の
注
目
を
集
め
て
い

る
。こ
の
た
び
、２
０
２
１
年
12
月
９
日
～
11
日
に
か

け
て
、
18
回
目
に
あ
た
る
「T

echno-O
cean 2021

」

が
開
催
さ
れ
、
国
際
展
示
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会

な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
模
様
を
報
告

す
る
。

海
洋
科
学
技
術
や
海
洋
産
業
の 

発
展
に
向
け
て

　

３
日
間
の
会
期
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
た
国
際
展
示

会
に
は
、
64
の
海
洋
関
係
企
業
・
研
究
機
関
、
大
学
、

官
公
庁
な
ど
が
出
展
し
た
。

　

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
港
湾
開
発
・
海
洋

土
木
、
水
産
資
源
開
発
、
海
洋
資
源
探
査
・
開
発
、

海
洋
機
器
・
装
置
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
・
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
気
候
変
動
・
防
災
な
ど
、
海
洋

に
関
わ
る
幅
広
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
新
製
品
や
機
器
、

技
術
、
研
究
成
果
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、

会
場
内
の
特
設
会
場
で
は
、
出
展
企
業
・
団
体
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
連
日
行
わ
れ
、
活
況
を

呈
し
た
。
と
り
わ
け
洋
上
風
力
発
電
や
無
人
探
査
機

の
技
術
に
関
す
る
展
示
に
多
く
の
来
場
者
が
集
ま
る

な
ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

「T
echno-O

cean 2021

」
を
開
催

─
海
洋
分
野
に
お
け
る
産
学
官
連
携
の
強
化
に
向
け
て

海
洋
開
発
推
進
委
員
長
／
大
成
建
設
会
長

山やまう
ち内
隆たかし
司
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鳥
島
南
方
に
お
い
て
世
界
で
初
め
て
コ
バ
ル
ト
リ
ッ

チ
ク
ラ
ス
ト
の
掘
削
試
験
に
成
功
し
た
際
の
掘
削
試

験
機
の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
３
日
間
累
計
で
約
６

０
０
０
人
が
来
場
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
海
洋
に
関
心
を
持
つ
若
者
が
増
え
、
海
洋
人

材
の
裾
野
を
広
げ
る
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
次
回
の
「T

echno-O
cean

」
は
２
０
２

３
年
に
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ぜ
ひ

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

「T
echno-O

cean 2021

」
を
通
じ
て
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
は
じ
め
新
た
な
課
題
に
対
し
て
海

洋
が
貢
献
す
る
余
地
が
大
き
い
こ
と
や
、
我
が
国
経

済
・
社
会
の
存
立
・
成
長
の
基
盤
と
し
て
、
こ
の
広

大
な
海
を
持
続
的
に
利
活
用
し
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
た
。

　

海
洋
開
発
推
進
委
員
会
で
は
、
今
後
と
も
、
テ
ク

ノ
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る

海
洋
関
係
者
が
横
断
的
に
集
う
定
期
会
合
等
で
の
交

流
や
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
情
報
収
集
や
産
学
官
の

垣
根
を
越
え
た
連
携
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
経

済
界
の
立
場
か
ら
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
く
。
折
し

も
、
現
在
、
政
府
で
は
、
海
洋
に
関
し
て
講
ず
る
べ

き
施
策
等
を
規
定
す
る
「
海
洋
基
本
計
画
」
の
次
期

計
画
策
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
経
済
界

と
し
て
も
提
言
を
は
じ
め
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く

所
存
で
あ
る
。

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
海
洋
開
発
で
も
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
と
な

っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
、
新
た
な
試
み
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
、
海
洋
資
源
開
発
、
養
殖
、
洋
上
風
力
発
電
、

人
材
育
成
と
い
う
海
洋
に
関
わ
る
重
要
テ
ー
マ
を
題

材
に
５
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
、
国
内
外
か

ら
産
学
官
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
計
40
名
余

り
が
登
壇
し
た
。
各
テ
ー
マ
の
最
新
情
報
や
課
題
に

関
す
る
講
演
の
後
、
会
場
の
参
加
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン

視
聴
者
を
交
え
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
テ
ク
ノ
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
国
際
的
な
連
携
強
化
の
た
め
、
米
国
の
歴
史
あ

る
海
洋
国
際
会
議
・
展
示
会
「O

CEA
N

S

」
に
も

毎
年
参
画
し
て
お
り
、
私
自
身
も
３
度（
注
）、

視
察
に
赴

い
た
。
現
在
は
２
０
２
２
年
10
月
にH

am
pton 

Roads

で
開
催
さ
れ
る
「O

CEA
N

S 2022

」
に
向

け
た
準
備
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「T
echno-O

cean

」
や
「O

CEA
N

S

」
を
は
じ

め
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
は
、
ま
さ
に
、
産

学
官
連
携
の
強
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
の

国
際
展
示
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
き
っ

か
け
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
共
同
研
究
の
機

会
が
生
ま
れ
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に

よ
る
海
洋
科
学
技
術
や
海
洋
産
業
の
発
展
、
ひ
い
て

は
、
海
洋
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

海
洋
へ
の
理
解
促
進
に
向
け
て

「T
echno-O

cean 2021

」
で
は
、
青
少
年
を
含
む

一
般
の
方
々
が
楽
し
み
な
が
ら
海
洋
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
国
の
ロ
ボ
ッ
ト
研
究

者
や
学
生
に
よ
る
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会
や
、
独
立

行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構

（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）が
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
南

� （注）アンカレッジ、チャールストン、シアトル

テープカットセレモニー

国際展示会 （TON提供）

コバルトリッチクラスト掘削試験機

43 2022・2

p42-43_月刊経団連2月号_一般_海洋 山内隆司様.indd   43 2022/01/14   14:04


